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北海道における学力検査についての解析

その 2 学校別得点

旧 孝 ms 

概要

本稿は，北海道教育委員会が昭和31年にf-]なった全道の中学3年生に対する学力調査の学校一平均

得点を取り上げたものであるO 従って，単位は学校である。

第 l童家では，市部校1i陪s校別に得点および進学率を調べた。総得点においても各教科においても

得点に相違のあることはさ当然であるが，得点の散らばりをみると，数学と役会科は関言きや理科とく

らべて学校格差が大きいことがわかった。進学率と得点との中日間はかなりi高く，総得点については

市部校におし、ては0.815. 郡部肢にすよし、ては0.694であるυ 関諮・社会・数学・理科についてみる

と，市部校の科会科は進学系からの彩襲撃な受けるが，その他の教科は進学によって受ける影響は総

得点に比べて低い。

1!f52 j'立は，学級数と得点との関係を調べた。総得点は学級数によって大きな1名手会のあることがみ
とめられるが，教科ごとにみると，つぎのようなことがわかった。

属議においては， 1.2学級校と 3・4・5学級校との問に援がなし、。

全般的にみると， 15学級以上になると得点が格段と高くなる。

小数学級校は，教員当りの扱当科段数が多く授業条件を悪くすることばかりでなく，その地域が

辺地にあるということで教育的環境にめぐまれていないとL寸条件も設なっている。そこで，授業

条件を同じにするために3学級からなる学校だけを選んで，それを普通校，辺地 1級佼，辺地2級

校，辺地3・4・5級校と四つの若手に分けて調べたところ，つぎのことがわかった。

総得点においては，これら閉つの群は得点が同じであるとは認められない。

総得点においては，辺地{伎の三つの群は得点に差がないとみることができる。

総得点においては，普辺校と辺地校とは得点が同じとは認めがたい。

しかし，教科についてみると，国語・数学・理科については，普i蚤校.)辺地l級校，辺地2級校，

辺地3・4・5級校の凶つの訴の関には得点に差があるとは認めがたい。この間に惑があるのは，社

会科およびその他の教科で、ある。

第3章は，家庭の所属する産業ごとに学級数別に得点を調べた。その結果，つぎのことがわかっ

た。

漁業では学級数が大きくなっても得点は高くならない。

第三次産業では3・4・5学級校でも， 6~14学級校と同じように得点が高くなってし、る。

農業1・2学級校，漁業1・2学級校，漁業3・4・5学級校，漁

ては低得点の一君群学を構成する。

鉱業 6~1l学級絞，鉱業12~同学級校，鉱業15~学級校，第三次産業 3 ・ 4 ・ 5 学級校，第三次産

業6~11学級校，第三次産業12~14学級校は，総得点においては高得点の一群を構成する。

第三次産業15学級以上校は，これらよりかけ離れてさらに高い得点をとっている。

その他，産業別学級数別に得点と進学率出席率との関連を調べた。
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第 1'察市部郡部別にみた学校得点、と進学率

伝 子行部校と郡部校における得点、

A 総得点について

B 教科翌日得点について

~2 市部校と郡部校における進学率

~3 得点と進学塁手との相関

A 得点と進学率

B 総得点と進学率

C 各教科の得点と進学率

第2主主 授業条約二と得点

序

~1 学級数と得点

A 授業条約二としての学級数

B 学級数別にみた総得点

C 学級数別にみた各教科の得点

自

北海道教脊委員会では，昭和27年度から31年度まで，

高等学校に進学するしないにかかわらず，中学3年全員

に対して一斉に学力調査を行ない，かなり綿密な附情調

査と集計を行なってきた。本紀要の言ii号においては28年

度調査を市町村単位で集計したものについて解析集計し

た結果をのせた。それに続いて本紀要では.31年度調査

について学校単位に集計したものについて解析集計する

ことにする問。

なお，この学力調主主で取り上げられた教科およびその

配点、は，極言苦・社会・数学・理科は15点満点， 753楽・図

雨工作・保健体育・職業家庭，それに英語か職業家庭の

いずれか一つを選択として選び，これらはいずれも10点

満点で，合計 110点満点となる。

第 1章 市部郡部別!こみた学校得点と

進学率

s1 市部校と郡部校における得点
A 総才議長について

都市と郡部と教育的環境が異ることによって得点に影

襲撃をおよぼしているかどうかをみるために，都市にある

学校と町村にある学校について得点を比較してみること

にする。

次

~2 辺地投と得点

A 援業条件と辺地位との分離

B 辺地性の教科得点、におよぼす影響

第3主主 家計を維持する産業と得点

~1 産業および学級数と得点

A 教育的環境としての産業

B 産業別にみた学級数別総得点

C 学級数別にみた産業泌総得点

D 産業および学級数と総得点

E 産業および学級数と各教科の得点、

事2 産業別にみた得点と進学率および出席奪、

A 得点、と進学本

B 得点と出席ネ

結論および問題点

いうまでもなく，都市においても都市的性絡をもたな

い学校がある。そうL、う学校を除くためと，また学校に

おける援業の条件を資ーにするために1， 2学級から

構成されている学校，つまり複式授業の行なわれている

学校を除外し 3つ以上の学級によって構成されている

学校について総得点を識べる。この表iからわかるよう

に，市部校と郡部校において分布がずれ王子均が呉ってい

ることは明らかであろう o I頚1でみるように，市部にお

いては53.0点以上を得ている学校が半数あるのに，郡部

署長 1 市部郡部学校総得点の分布(3学級以上校〉

市 'I'昔 M1i 出E 合

枚数 官f分率 校数 Ff分率 校数 百分;;p:

7.0-7.5 五 1.9 3， 日届4

6.5-7. U 自 5.1 8 1.0 

6.0-6.5 18 11.4 5 0.8 23 2.9 

5.5-乱B 35 22.1 33 5.2 68 8.6 

5.0-5.5 38 24.0 103 16.3 141 17.9 

4.5-5.0 29 18.4 176 27.8 205 26.0 I 
4.0-4.5 15 9.5 147 23.3 162 20.5 

3.5-4.0 11 7.0 111 17.6 122 15.4 

3.0-3.5 1 0.6 44 7.0 45 5.7 

2.5-3. 'J 12 1.9 12 1.5 

2.0-2.5 1 0.1 1 0.1 

計 158 100.0 632 100.0 79町D 100.0 

寺乙 均 52.85 44.57 47.37 

8.31 6.28 8.04 
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図 1 総得点別学校数累穣百分率 においてはそのような学校は12.5%にすぎない。また，

郡部においては45.0点、以上の学校が半数であるのに，市

高官においてはそのような学校は83.0%にもおよんでい
100 
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8.0-8.5 16 W.1 

7.5-8.0 18 16 11. 4 2.5 

7.0-7.5 27 43 17.1 6.8 

6.5-7.0 31 81 19.6 12.8 

6.0-6.5 21 114 13.3 18.0 

5.5-6.0 15 112 9.5 17.7 

5.0-5.5 12 101 7.6 16.0 

4.5-5.0 11 87 7.0 13.日

4.0-4.5 45 7.1 

3.5-4.0 22 3.5 

3.0-3.5 7 1.1 

2.5-3.0 4 0.6 

2.0-2.5 

1. 5-2.0 

158 632 100.0 1円。。

平 j!j 6.79 5.68 
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s 教科貫IJ得点について
このような市部校と郡部校の比較?と，鴎諮・社会・数

学・1理科について行なってみる。いずれの教科において

も得点の差はかなりあるが，特に数学と社会科では，他

の教科と比べて得点、の差が大きい。また，数学と社会科

では，市部校においても郡部校におし、ても標準録慈が大

きい。それらのことから，数学と社会科は学校関の務主去

を大きくさせる婆図をもっている，ということができ

る。それが市部内郡部内においてはそれぞれの標準偏差

を大ならしめ，市部郡部開においては平均得点の室長を大

きくさせる要閣となっている。

つまに，市部校158校と郡部校632校について，その

内部においてそれぞれの教科の得点の散らlばりを比絞す

署長 2 市部郡部別各科学校得点の分布

手1: ムェ-， 数 ρ主 E壁 科

実数百分率 2定数 ぽf 分事 〉定数 百分尋3

市部郡部市部朝日部 市部 書哲郎 市部郡部 市部君巨額i 市部郡部

0.6 1 0.6 

1 0.6 4 2.5 2 ;'3 

4 2.5 1 0.6 5 1.9 

7 4.4 6 五8: B 3.8 

14 4 8.9 5j 7.0 0.5 11 2 7.0 0.3 

14 12 8.9 1. 9 1 11 16 7.0 2.5 21 15 13.3 2.4 

27 28 17.1 4.4 I 17 21 10.8 3.3 22 4丹 13.9 7.6 

17 60 10.8 9.5 17 21 10.8 3.3 35 89! 22.1 14.1 

27 84 l7.1 13.3 24 57 15.21 9.0 2ヨ 21.8 

15 119 9.5 18.8 22 72 13.9 11.4 19 143 12.0 22.6 

12 95 7.6 15.0 12 77 7.6 12.2 8 87 5.1 13.8 

11 ωi 7.0 14.2 I 14 8.9 15.7 2 62 1.3 9.8 

71 日目 4.4 10.9 9 89 I 5.7 14.1 2 33 i 1.3 5.2 

1 35 0.6 5.5 4 67 2.5 1日.6 10 1.6 

27 4.3 4 50 2.5 7.9 5 0.5 

7 1.1 1 34 0.6 5.4 

2: Q.3 19 3.1 

5 0.8 

2 0.3 

158! 632: 10日。 100.臼 158 632 100日 100.0 158 632 100.0 100.0 

6.69 5.34 6.33 4.79 

1. 33 1. 28 1. 50 1. 39 1.00 I 0.93 

るため，標準偏差を平方した分散の土とをとってF分布に 表で，その分散の比の値は市部郡部にかかわらず教科問

よって，その分散の違いの有意性を検定してみる。この においてはほぼ陀じであることは注目される。それは，
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市部校と君s部校における相違は，このような得点ばか

りでなく，高等学校への進学においても相違があらわれ

ることは充分に予想されるところである。そこで，市部

校と郡部校を医別して，進学童容を調べたところ表3のよ

うな結果となる。

進学率においても市部と郡部にいちぢるしい開きがあ

る。市部においては半数の学校が進学率63.8%を上廻る

のに対して，郡部ではそのような学校は7.9%にすぎな

い。また，君s部においては半数の学校が進学率38.7%を

上廻るのに対して，市部ではそのような学校は86.5%に

およぶ。このような事実から，高等学校進学率を問題に

するとき，大地域にわたって平均をとることは多くの場

合ほとんど意味がない。

市部校と郡部校における進学率S2 

1. 90 

1.17 

2.13 

1.16 

1. 90 

1. 90 

1. 77 

2.00 

1.06 

進学率別学校数累積百分ネ思 2市部郡部別進学率の分布(3，学級以上校)
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わかった。本紀婆では，学校単位に子有者s・協議1J]IHこ進学

率と得点の相関を調べることにする。

B 総得点と進学率

総得点において，市部郡吉s別に進学率との相関をみる

と，その簡にかなりいちぢるしい相違がみられる。

市部における進学率と総得点との私自関

r =0.815 

郡部における進学率と総得点との相関

r =0.694 

この相関の違いは決定的のようであるが，念のために

検定をしてみる。

得点と進学率との格関

得点と進学率

本紀委の前号において，市町村単伎にではあったが，

得点と市町村の議総度h学校出席塁手・進学率との給関を

調べた。その結果，進学率と得点との栴関が最も大き

く.faの相関が0.4から 0.5の間であるのに対して，こ

の稲関係数は0.6から O.7の間におさまっていることが

数学 国語、 /
¥ 
¥ /  
¥〆
¥/  

¥/  
¥/  

¥、〆〆

ノ¥
/¥  
/¥  
/¥  
/¥  
/¥  
/¥  
/¥  
ノ¥

王豊科 社会

教科間の得点の散らばりの

関係は市部郡郊の途いに関

係なく同じであるというこ

とで，市$郡部の別にかか

わらず教科の特徴で保持さ
ることを示す。
山由1∞，町田"<100てeF=1.285 れるものがあるということ

であろう。すなわち，市部郡部を通じて，数学および社

会科は国務やE堅'f'jと比べて得点の散らばりが大きい，と

いうことになる。

(日伊
.tJI"，，，，..-

H.I / 

/l 
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*市町村の2富裕度を測定するものとして，臼三E財ZFeg容をt汗算した。それは
つぎのよラなものである。
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表 4
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四日 -1日3
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表 5

90 -100 

80 - 90 

70 -自D

60 - 70 

50 - 60 

4日-50 

30 - 40 

20 - 30 

10 - 20 I 

o -10 

それが影響して兵1¥部における相関を低くしているのでは

ないか，ということが考えられる例。つぎに，炎4と炎5

のこ二つの相関表を王室ねてみよう。すると，市部の右下音1¥

で空欄になっているところに耳目郊の右下部では空欄にな

っていないところがある。この右下部のところは，進学

632 33 103 176 147 

進学ネと学校得点の市議;校とltIi部校JJIj

紛関係数の援の検定

白

.

.

 

e

e

 

• -
.

令

.

e

区分 学校数(n) r z 1/(n-3) 

m部 158 0.815 1.109 0.006452 

5ふ苅 632 0.6ヲ4 0.851 0.001589 

室長0.257 和0.008041

SZj-Zz=，v'O. 008041 =0.0897 

t=O. 257/0.0897=2.865 d.f. =泊
50 - 60 

40 - 50 

30 - 40 

20 - 30 

1O-2t 

0-10 

ネが低いにかかわらず得点の商い学校で、あって，市部な

らば当然上部に上がるべきところである。つまり郡部に

おいては，全般的に進学率が低い学校が多いがために相

関が低くなっているようなことがあるとも考えられる。

郡部においては市部に比べて進学率と得点の相関の低い

原閣が，前者のような統計学的なところにあるのか，後

- 49-

P=0.0042 

すなわち，同一の母築聞から取りだされたものとする

と，これだけのちがし、がおこるのは0.42%しかあり得な

L 、。従って，これは明らかに粉関係数が興ると判定して

よし、。

市部校と郡部校におけるこのような相関の違いにつれ

て，つぎのことが考えられる。先づ第一iこ，mt誌において
は市部よりも小規模学校が多く，数伎の安定性がf尽く，そ

のために得点の散らばりも大きくなる。とくにそのよう

な学校は進学率の低いところに多いと考えられるため，



教脊学部紀要第 10号

者のような社会的なところにあるのかについては検討を つぎに，凶言語・社会・数~~f. ・玉虫科会教科ごとに市部Jlf\

Y反するところである。 部別に相関を，資料的な意i朱をふくめて，いささか網~

C 各教科の得点と進学率 的のきらいはあるがあげることにする。
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事長 B 進学率と閣議科得点の相関表・市部校(3学級以ヒ校)

1 

2 E 

6 10 

5 11 12 

ヨ 2 8 10 4 

ヨ 2 5 5 5 2 

3 5 4 5 

2 1 

1 

11 12 15 21 31 27 18 

署長 7 進学率と社会科得点の相関表・市青s校(3学級以上校)

61 

7 I 11 I 12 14 I 14 

事侵 8 進学率と数学科得点の稲関表・ rli部校(3学級以上〉

8 
2 五

7! 自

2 31 10 

2 

5 

2 2 

2 2 

12 22 24 

- 50 

19 

24 

33 

27 

21 

19 

9 

4 

158 

11 

19 

24 

23 

27 

21 

19 

158 

2 

19 

24 

33 

27 

21 

19 

158 
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書提 s進学率と理科得点の総関表・ f!iiiii校(3e子'級以上〉

lif持¥率、 ¥得点1匂凋 。-4.54.5-5.015・¥)-5.5ι5-6し 6.5-7.0:7.。-7 :8.0--8.5拘5-9.019・0-百5

90 -100 1 2 

80 - 90 1 2 2 8 五 5 19 

70 - 80 1 ヨ 5 11 5 1 24 

60 - 70 1 4 14 8 B 33 

50 - 6lJ 5 8 8 4 2 1 27 

40 - 50 1 4 4 吉 自 2 21 

30 - 40 i 1 2 1 1G 4 1百

20 - 3臼 1 5 5 9 

10 - 20 1 1 2 4 

dr 2 2 8 19 29 35 22 21 11 B ヨ 158 

署長10 進学率と思議得点の相関表・郡部校 (3，学級以ヒ)

1，滋¥で建勺宇~¥去苧¥¥、1竺?列点点刈叫よ引勺:2 . G:3. .日4.0-4.514.5-5.日j5. . 5;5. 5-6. 016. 0-6・516・5-7・[j7. 0-7. 5 .0 汗「

1 1 

80 - 90 1 1 2 

70 - 80 1 1 1 5 7 4 4 21 

60 - 70. 2 ヨ 7 9 6 10 5 42 

50 - 60 1 4 5 8 20 13 2 104 

40 - 50 5 日 22 36 25 10 4 130 

30 - 40 1 2 1 11 26 23 34 16 12 5 1 13C 

20 - 30 2 5 12 25 23 23 11 日 1 109 

10 - 20 2 5 骨 1自 18 5 7 4 2 91 

C - 10 4 4 2 i 1 1 22 

4 7 22 1 45 101 112 114 81 43 16 632 

表11 進学長容と社会科，得点の術開表・ 1部部校(3学級以上〉

，;十

2 

21 

42 

1日4

130 

5 31 25 23 7 71 1 ! 1 130 

20 - 30 8 20 23 17 8 4 1 2 10宮

日-20 1 2 9 7 17 17 12 4 2 71 

。-10 1 2 4 5 4 1 2 2 22 

J十 2 7 U ぁ| 9日 90 119 60 1 28 12 632 
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表12 進学率と数学科得点の相関炎・君i部校(3学級以上)

|民主 0-日 2.0-2.5 3.0-3.5 :3.5-4.0 5-5.0 l1B，~O651i6~5 7.〔l7J7Jf8.JJa 

90 -100 1 1 

80 - 90 2 2 

70 - 80 i 1 2 1 4 5 1 2 1 21 

60 - 70 1 2 7 1 9 10 5 5 42 

50 - 60 1 4 4 16 14 1日 18 16 4 自 4 1 1ω 

40 - 50 5 4 s 16 24 29 14 18 B 5 2 13日

30 - 40 1 4 B 13 17 25 22 13 15 i 5 4 2 1 130 

20 - 30 8 8 13 15 20 18 1五 5 5 2 1 2 1 109 

10 - 20 4 2 日 8 15 12 10 4 B 1 71 

む-10 1 1 ヨ 8 5 4 1 1 22 

きト 2 5 19 I 34 50 67 89 自由 77 72 57 21 21 16 5 632 

表13 進学率と理科役点の秘関表・烈;i白川文 (3学級以!二)

一一l 一一一n 一F 一 Iハ o 円一F 一一1… 

90 -1∞l 
80 - 90 2 2 

70 - 80 2 21 

60 - 70 2 10 11 10 42 

50 - 60 2 10 23 30 20 12 104 

40 - 50 10 2由 40 30 130 

30 - 40 11 24 41 22 16 8 130 

20 - 30 20 24 109 

10 - 20 13 15 10 71 

日-10 7 2 22 

一一一

10 33 ' 日2 87 I 143 138 ! 89 632 

ここで得点と進学本との;fE!関係数を計算してみるとつ

ぎのようになる。

事長14 市部，tnl部別，教科得点と進学率との校i関係数

0.483 

0.531 

0.486 

0.475 

0.6自4

すなわち，国語・社会・数学・現科のうち，子行部郡部

を通じて社会科が最も相関が高く，鼠言苦・数学・理科の

相関は総得点における相関よりも小さくなっている。つ

まり，市部における社会科を除いては.1'lfI語数学社会理

科という教科は{むの教科程には進学率の影襲撃を受けてい

ないということになる。この事実は，さらに他の教科に

52 

ついてのj税関を調べることによって13JcJ縦になると与えら

れるが，ここでは，その余総がないのでーjjからの撚定

に止めることにする。なお，ここで市部における紅会科

の得点と進学午、との粉tMlの商いことは後述するところと

も関連があるc

第2章授業条件と簿点

~1 学級数と得点

A 授業条件としての学級教

北海道においては，その立地的条flから小説j奨学校の

比震が大きい。北海道における学校の学級数と全国にお

ける学校の学級数を比べると，表15のようになる。

大まかにいうと，北海道では 12学級，すなわち筏式

授業を行なっている中学校が1/，弱 3・4・5学級，すな

わち l学年2学級には完備していない中学校が1/，.そし



事長15 学級数別学校数

北海道における学力倹交についての解析

兵人二 E菌 1昌

かど 第E

1・2 学級 751 6.2 吾67 苦1.8

E ・4・5学級 2.063 17.0 388 E苔自

6 -11学級 4，553 37.6 245 21. 2 

12-17学級 1，91司 15.8 76 6.6 

18-26学級 2，536 20. 9 53 4.6 

27学級以上 303 2.5 25 2.2 

言十 12，125 100.0 1.154 100.0 

全簡は文部省年報38年j波托よる。北海道は分校を除く。

てi学年2学級以上で構成されている中学校が1んという

ことになる。学級数が少ないということは，授業条件に

ていて，不利なことが少なくないへ従って北海道は全

間的にみて劣悪な授業条件のもとにあるということにな

る。そのようなことが，得点とどのような関係にあるか

を調べることにする。

しかし表15でみたことは，学校を単位としていわれる

ことで、あって，その数が憾ちに生徒についてあてはまる

わけではない。というのは授業条件の怒し、小さい学校で

は生徒数は少なく，授業条件のよい学校は数が少なくて

も生徒数は多いから，全体として生徒についてみたとき

惑い援業条件にある生徒の数の都合は学校の数のように

多くはならない。

しかしながら，北海道にこのような小規模校が全国と

比べて圧倒的に多いということは，たとえ生徒数におい

てはそれほどではないとしても，北海道が全額的にみて

辺地性が強いということは否定できなし、。

授業条件が直ちに学級数であるというわけではない

が，ここでは，一応、学級数が少ないがために多教科担当

ということになり，それによっておこる授業条件の劣悪

性に着目し，学級数によって授業条件を測定することをど

試みることにする。

8 学級数lJljにみた総得点

総得点を学級数規模別に集計したのが表16で‘あ。るこ

れらの学級数の区分ごとに絡差のあることがみとめられ

表16 学級数別学校総得点の分布

5・4• 5 学級 6 -11 学級 12-17学級数 18学級以と tl 

汗マl""佐岱
筒百分率 学校数 間百分率 学校数 間百分率 学校数 同夜分~ 学校数 跨百分率 学校数 間百分司自

70 - 75 五 3.8 1511 1 
0.3 

65 - 70 2 o 5 2 2 2.6 7 g.o 1.0 
60 - 66 1 o 3 5 0.8 20 0.8 2 2.6 16 20.5 24 2、1
55 - 60 12 3 3 9 2.3 8.2 11 14 5 27 34.6 79 6.8 
5口-55 18 4.宮 43 11.1 51 20.8 28 36.8 18 23.1 158 13.7 

45 - 5日 45 123 93 24.0 78 
ヨ1.8 27 ヨ6.5 8 7‘7 249 21.6 

40 - 45 59 16.1 93 58 23.7 5 6.6 1 1.3 221 19.1 
あ-40 日ち 2R. 9 百8 24.5 26 10.6 1 1.3 217 18.8 
5日~ 喜男 62 11自2..951i 

9丹 ~: ~ i 
9 3.7 106 9.2 

25 - 30 46 
5i5ti j 

i 58 5.日0.4 
20 - 25 21 ~. ~ I 0.3 22 1.9 
15 - 20 5 1.4 11 5 日.4
10 - 15 1 0.3 1 0.1 

*た主えIJ北海i道教育研究所ν)凋ctucよると，つ;"，V"J)よラなことカ1わかっ
ているo

図 3 ~学級数別学校総依点の分布
，. 
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る。関3でわかるように・ 2学級と18学級以上の二 科の教科によって相違があるのであるうか。表17および

つのグラブの間に，その間の学級数のグラブが介在し1Z14によってみると ・2学級と 3・4・5:学級につい

この間を連続的に接続している。 ては関言語と社会 3 ・ 4 ・ 5 学級と 6~11学級については

C 学級数iJlJにみた各教科の得点 浬'F~の平均得点が接近している。そして 6 学級以上で

学級規模によって総得点はこのような段階が生じるが， は数学を除く 3教科は同じように得点が変化し.18学級

教;f31についてはどうであろうか。国語・社会・数学.JlJ1 以上では4教科ともほとんど同点となる。

章受17 学校別各科得点平均および様準備去を 腐 4 学級数別各科従点

学級数別 ¥1・特級1
3 
・学
4・5
級1
6
-学11級

学校数 367 388 245 

国 平 均 5.52 6.43 5.92 

言語 機当主f語法 1. 43 1.02 0.88 

干上 平 均 4.33 ι58 5.74 

会 様t!lij語表 1. 38 1.08 1.01 

数 31" 均 3.99 4.49 5.17 

iぺ1:1:: 標準綴J~ 1. 65 1. 35 1.13 

ま型 平 j今 5.25 5.65 5.81 

干? 標準4係2を 1.26 臼80 1.07 

L 12~CF17級i!18~学
級
合計

76 78 1.154 

6.66 7.43 自.06

0.81 自.81 1. 23 

6.50 7.47 5.23 

0.81 1.02 2.93 

5.72 7.17 4.75 

0.84 1. 47 1.69 

6.56 7.33 5.75 

0.6ヨ 0.80 1.1宮

J F 

) .0 -〆ペプ
ィヂ/ A/ 

各 tJ325グ.//
/""，/ノ

科6.0~ .... タジ' ノ'

宅 I!~H __-~?// 
魚/~-~ / -~ 

rニ~ / ./戸
タ-閣議 / 〆/一

5.0ト //}/ 数学

社会/メ/
"" ， //  

4.0l.L乙
10 15 20 
学校学級数

25 

国務について.1・2学級と 3・4・5学級との得点の差 楽却されないが5%水準においては楽却される。

について検定する。 いずれにしても，ここで簡諮科については・ 2学

国語得点 1・2学級校と 4づ・ 6学級校 級という復式援業という援業条件のもとで行われる場合

1・2学級校

3・4・5学級校

n 

367 

388 

μ 

5.32 

5.43 

11. 43' ， 1. 02' 
dt-FV357+語吾=0.。ヲ08

σ 

1. 43 

1. 02 

t= (5.43-5.32) /0.0908=0.11 /0.091 = 1. 21 

Pr{¥t> 1. 20}=0. 25 

その結采，関誌では l・2学級で復式で授業;を行って

いる学校と 3・4・5'学級の学校とは，母集団において符

ーの平均点をもっということな疑う根拠はないというこ

とになる。

社会科トの場合も 1・2学級と 3・4・5学級との主主点の

去をはかなり小さいが，同様に検定をすると，

t=2.73 Pr{'t!> 2. 73} =0.0064 

となって，母集聞において室長がないとL寸仮定は楽却さ

れる。

また，理科において 3 ・ 4 ・ 5 学級とも 6~11学級に

ついても同様に検定をすると，

t=2.1O Pr{itl> 2. 1O} =0.036 

となって，慈がないとしづ仮設は1%水準においては

と 1:'j主主1'-1学級以上2学級以下という援業条件で行わ

れる場合と得点において援がみとめられないということ

は，教科のもつ特災な性格が媛業条約二を上廻っていると

いうことを示し，注隠すべきことである。特に，このよ

うなことが学年2学級以下の学校においてみられる

ということ，および表17において18学級以上の学校では

いずれの教科においても得点が格段と高くなることは，

授業条件の他に，それに加うるに人口の主震後肢という教

育的環境が学力を促進させる要凶として働くものと考え

られる。

なお，資料として，教科ごとに得点の分布等をもかか

げでおく。

ここにあげた 1・2学級校の中には，分校は除外して

あるが，それでも 3年生の生徒数が15名以下というよう

な小さな学級があって，その得点の散らばりが大きくな

り，従って，その王子均点が低くなる場合と筒様，高くな

る場合のおこることは統計学の理論の示すところであ

る。このことは往々にして教師の教育意慾というような

モラルの点から指摘するむきもあるが..訟は単なる統計

的現象としてあっかうことにする。
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選定18 学級別学校図言語f'i得点の分布

'f'級紋I 1・2 学級 5・4・5学級 6 - 11 学級 12 - 17学級 18学級以 1: えト

|得点純[ijj¥¥ 学校数削分卒学校数 i両Ji3分率学校数 liiJ百分率学校数 [Ii]百分率 学校数 !ltiJEI分卒学校数 iItiJ百分率

10.0 -10.5 1 日5 1 0.1 
9.5 -10.0 2 0.5 2 日。2
9.0 - 9.5 5 自.8 4 5.1 7 0.6 
8.5 - 9.0 1 。布五 1 1.3 2 2.6 4 0.3 
8.0 - 8.5 日 1.6 0.3 5 3.6 12 15.4 22 1.9 

7噌5- 8.0 10 2.7 8 1.5 B 2.4 自 7.9 17 ~~.~ i 45 11 3.9 
7.0 - 7.5 17 4.6 14 3.6 22 9.0 14 18.4 20 25.6 87 7.5 
6.5 - 7.0 27 7‘4 39 10.1 37 15.1 21 27.6 15 19.2 139 12.0 
6.0 - 6.5 41 11. 2 58 14.9 51 20.8 18 23.7 5 6.4 173 15.0 
5.5 - 6.0 49 13.3 63 16.2 55 22.4 7 9.2 2 2.6 176 15.3 

5.0 - 5.5 63 17.2 73 18.8 35 14.3 ヨ 3.9 1 1.3 175 15.2 
4.5 - 5日 4百 13.3 66 17.0 29 11.8 5 3.9 147 12.7 
4.0 - 4.5 35 9.5 37 自5 7 2.9 79 6.9 
3.5 - 4.0 27 7.4 1司 4.9 46 4.0 
3.0-3.5 19 5.2 7 1.8 2 0.8 28 2.4 

2.5 - 3.0 8 2.2 5 1 0.4 14 1.2 
2.0 - 2.5 4 1.1 4 0.3 
1.5 - 2.0 5 1.4 5 0.4 

367 100.0 388 100.0 245 100.0 76 I 100.0 78 100.0 1，154 100.0 

ザー J'J 5.32 5.43 5.92 7.43 
51.0255! i 

燃機偏差 1.43 1. 02 0.88 0.81 0.81 

表19 学級別学校社会科得点の分布

得\点銭\\学関、\級数\B、~f: :・ 2 学級 5・4・5学級 6 - 11 級学
11 - 17学級 18学級以と Itl 

学校数刻百分率 i学校数IliJ百分率学校数間百分率 学校数 !湾B分担停 学校数隠苔分率 学校数回百分率

10.0 -10.5 1 1.3 1 0.1 
9.5 -10台。 1 1.3 1 0.1 
ヨ.0- 9.5 4 5.1 4 0.3 
8.5 - 9.0 O.吾 2 2.6 5 6.4 B 臼.7
8.0 - 8.5 4 1.1 2 0.5 ヨ 1.2 2 2.6 11 14.1 22 1.9 

7.5 -自.0 百 0.8 2 0.5 日 2.4 4 5.3 14 17.9 29 2.5 
7.0 - 7.5 8 2.2 6 1.5 20 3.2 自 10.5 21 28.9 63 5.5 
6.5 - 7.0 12 3.3 28 ι7 24 9.8 20 28.3 8 10.3 自。 7.8 
6.0 - 6.5 19 5.2 38 9.8 43 17.6 21 27.6 7 9.0 128 11.1 
5.5 - 6.0 25 6.8 60 15.5 日 i 22.4 13 17.1 4 5.1 157 13.6 

5.0 - 5.5 31 8.4 66 17.0 38 1 15.5 5 4.0 1 1目5 13宮 12.0 
4.5-5.0 ち7 15.5 J 67 17.3 29 11. 8 5 4.0 1 1.3 157 13.6 
4.0 - 4.5 57 15.5 61 15.7 15 ι1 133 11. 5 
3.5 -4.0 43 11. 7 28 7.2 B 3.3 79 6.8 
3.0 - 3.5 49 13.3 22 5.7 4 1.6 7B 6.5 

2.5 - 3.0 21 5.7 7 1.8 28 2.4 
2弔0-2.fi 19 5.2 5 0.8 22 1.9 
1.5 - 2.0 9 2.5 9 日。8
1.0 - 1.5 9 2.5 9 0.8 

367 100.0 五日8 100初日 i 245 100.0 76 100.0 78 100.0 1、154 100む

手 1な
ぉ5811 

4.58 5.74 6.50 ι23 

標準悩 ;f~ 1. 08 1司01 0.81 2.93 

署長20 学級数別学校数学科得点の分布

日-11 学級 I12 - 17学級

9.5 -10.0 0.3 4 5 自.4
9 0 - 9.5 2 2.6 2 0.2 
8.5 - 9.0 0.3 9 11. 5 10 0.9 
8.0 - 8.5 1.4 ヨ 0.8 1 0.4 E 7.7 15 1.3 
7.5 - 8.日 1.9 日 1.5 10 4.1 2 2.7 10 12.8 35 3.0 

7.日-7.5 10 7 1.8 11 4.5 5 6 8 47 4.1 
6.5 - 7.0 lO 2.7 12 3.1 12 5.0 5 4.0 13 I 16.7 50 4.3 
6.0-6.5 16 4.4 23 5.9 28 11.4 16 21.6 10 I 12.8 93 8.1 
5.5 -6.0 15 4.1 34 8.8 33 13.4 19 25.7 107 9.3 
5.0 - 5.5 I 23 6.五 41 i 10.6 35 13 17.6 112 9.7 
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4.5 - 5.0 32 8.7 16.0 I 37 15.1 12 I 2 2.6 ! 1451 12.6 
4.0 - 4.5 51 13.9 62 16.0 I 33 13.4 5 4.0 149 12.9 
3.5 -ιD 41 11. 1 41 10.6 28 11. 4 1 1.4 111 9.6 
3.0 - 3.5 44 12.0 44 11. 3 § 3.8 97 8.4 
2.5 - 3.0 35 9.5 29 7.5 5 2.0 1 1.3 70 6.1 

2.0 - 2.5 34 9.3 16 4.1 5 1.2 53 4.6 
1.5 - 2.0 20 5.4 8 1.5 26 2. :5 
1.0 - 1.5 10 2.7 2 0.5 12 1.0 
0.5 - 1.0 8 2.2 8 0.7 
0.0 - 0.5 5 0.8 5 自.3

367 100.0 388 100.0 245 100.0 74 100.0 78 10000 1， 152 100.0 

3.99 4.49 5.17 5.72 4.75 

1機士院 ffidA: 1.65 1. 35 1.18 0.84 1.4 1.日号

表21 学級数JJIj学校望室料得点の分1n

ぶ~学級 5・4・5学級 6 - 11 学級 12 - 17学級 18学級以上

学校数何百分率 学校数 i穏百分率 学校数 |議百分率 学校数 i前}百分率学校数指}百分率 学校数 I剖百分率

11.0 -11.5 0.3 
10.5 -11.0 
10.0 -10.5 
9.5 -10.0 1 0.3 i 0.3 1 
9.0 - 9.5 2 0.5 

8.5 - 9.0 1 0.3 1 0.3 
8.0 - 8.5 7 1.9 1 0.3 1 
7.5 - 8.0 4 1.1 日 2.3 9 

15 19 4.9 19 
6.5 - 7.0 19 5.2 34 8.8 32 

6.0 - 6，5 34 9.3 78 20.1 48 
5.5 - 6.0 54 14.7 96 24，7 47 
5.0 - 5.5 65 17.7 61 15.7 35 
4.5 - 5.0 72 19.6 47 12.1 24 
4.0 - 4.5 45 12.2 29 7.5 14 

3，5 - 4.0 18 4.9 B 2.0 12 
3.0 - 3.5 20 5.4 5 0.8 2 
2.5 - 3.0 6 1.6 1 0.3 1 
2.0 - 2.5 1 0，3 
1. 5 - 2.0 1 0，吾

1.0 - 1.5 1 0.3 

苦1 367 100.0 5自自 100.0 245 

平 均 5.25 5.65 5.81 

機態{掃遣さ 1.28 0.80 1. 07 

92 地域性と得点

A 鏡業条件と辺地性との分離

学級数の小さい学校は辺地性の強い地域にある学校で

あり，学級数の大きい学校は都会にある学校である。し

たがって，学級数の小さい学校が学級数の大きい学校よ

り得点が低L、からといって，その要閣の全部が総ちに小

i 0.1 

0.4 5 0.3 
ヨ 3.9 5 0.4 

1 1.31 4 5.1 7 0.6 
0.4 1.3 10 12，8 20 1.7 
3.7 5 6.6 15 19.2 42 3.6 
7.7 9 11. 8 12 21.8 79 6.8 
13・1 29 31.6 16 20.5 125 10.8 

19.6 20 26.3 8 10.3 188 16.3 
19.2 14 18.4 5 I 6.4 216 18.7 
14.3 1 1.3 162 14.0 
9.8 1 1.3 144 12.5 
5.7 88 7.6 

4.9 38 3.3 
0.8 25 2.2 
0.4 B 0.7 

1 0.1 
1 0.1 

1 0.1 

100.0 76 100，0 78 100，0 1， 154 100.0 

6.56 7.33 5.75 

0，69 0.86 1. 19 

数学級校という綬梁条件の劣怒なことによるものである

と断定するわけにはいかない。ここで姿ltSIとして学級数

と辺地性という，教育にとってi蕗後的なものと間接的な

ものとが，からみ合っている。この二つの要凶は，お互

に隙果関係にあって分離することは鱗単ではない。そこ

で，学級数3からなる学校を滋んで，辺地l級校，辺地

2級校，辺地3・4・5級校，そして辺地でない普泌の学校

署長22 辺地区等級別3学級校総得点の分布

1JJア 実数 百分率警巡校辺地1級辺地Z級官・5級辺地計全体音| 普通校辺地1級辺地2級辺5地・4・5級辺地計全体計

60 - 65 2 2 1.6 0.9 
55 - 60 5 百 4.0 2.3 
50 - 55 17 3 4 2 日 26 13.6 12，5 8.3 8.7 司自 11. 9 
45 - 5口 30 日 日 同f 19 49 24.2 25.0 12.5 30，4 2日.0 22.4 
40 - 45 30 5 14 4 24 54 24.2 25.0 29.2 17.4 25.3 24.6 

35 - 40 30 五 16 日 25 55 24.2 12.5 33.3 26.1 28.3 25.1 
50 - 35 B 5 5 5 11 19 6.5 20.8 6.3 13.0 11.6 8.7 
25 -否。 2 1 4 1 B 8 1.6 4.2 8.3 4.4 6.3 3.6 
20 - 25 1 1 1 2.1 1.0 0.5 

言十 124 24 48 23 95 219 100.0 100.0 100.0 100.0 10臼.0 100.0 

三y: 均 43.91 41.67 40.00 41.63 40.82 42.57 

標準係A 6.01 7.17 6.35 6.70 6.73 7.15 
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北海道における学力検査についての解析

(辺地O級校)に分類して，その得点を調べてみる。
_ Vb _1.29 

=0.435 なお 3~学級校では辺地 4 ・ 5 級校の学校は少なく 3 Vw 2.96 

校にすぎないから，これを3・4・5争級とまとめてあっ 一一一

かれ この場合，辺地等級間の分散の方が同一辺地等級内の

王子均の分散より小さく，辺地等級による格室長がないとい
それぞれの属する学校は得点範閣の中央の債をとるも

のとし，その僚をxとし，それを， う仮定は棄却する根拠はない。

そこで，辺地合等級友無視してー若手とみなして普通校

と比較してみよう。
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c=oミfx')'/n=222'1219=49，284/219古 225.04
エfx12-C=674-225.04ロ 448.96
159'l， 20'， 24'， 19' 
十 十一ートー 225.04可 23.20
124 24 48' 23 

変動悶 自由度 平方和 平均五F方

全体 218 448.96 

地域開 Vh 3 23.20 7.73 

地域内 Vw 215 425.76 1. 98 

F= ~~=7. 73 …一一':::=3.90
Vw 1. 98 

F分布表で n，=3，山口200のとき 5%点は 2.65

また， 1%点は 3.88

したがって，この得点の分布は地域によって差がない

とL、う仮定に菜却される。

つぎに，辺地の~Í'級によって差があるかどうかを調べ

てみよう。

n 

辺地学級別総得点の分数分析

辺地 i級辺地2扱辺地3・4・5級! 計

A
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C=(エfxツIn=63'/95=3，ヲ6ヲ/95=41.78 
L:fx"-C=225-41， 78= 183.22 
20'， 24'， 1ヲ3
十一一{ートー -41. 78=2.58 
24 . 48 23 

変動因 自邸度 平方不日

全 体 94 183.22 

地域鰐 Vb 2 2.58 

地域内 Vw 92 180.64 

平均平方

1. 29 

2.96 

事長23 3学級校，普通・辺地別総得点の分布

校数 百分率

普通校 1辺地校

60 - 65 

55 - 60 

50 - 55 17 13.7 9 9.5 

45 - 50 30 24.2 19 20.0 

40 - 45 3D 24.2 24 25.2 

35 - 40 ヨ日 24.2 25 26.3 

30 - 35 白 G. 4' I 11 11. 6 

25 - 30 2 1.6 6.3 

20 - 25 1.1 
一一一一一一一一一一一一一

平均

際機f掃;f

ここで，普通校とー若手とみなした辺地校との聞に総得

点に有意、の慈があるとみることができるであろうか。

3学級普通辺地の総得点、

普遜校

辺地校

校数 平均擦準偏幾分散

43.8 

40.8 

7.02 52.1284 

6.90 47.6100 

124 

95 

17.02' ， 6.90' 
1-'="; 一一十 一=0.96
f 124 95 

t= (43.8-40. 8) 10.96=3. 12 

Pr{，tl> 3. 12} =0. 0018 

すなわち，普通校と辺地校とで総得点において義がな

いとL、う仮定は棄却されることになる。

これまでの推論によって，つぎのことがわかった。

1
0 
まず，辺地校は等級によって総得点において格差

はないとみなすことができる。

2
0 

そこで辺地校を一群とみて普通校と比べたとき，

この閣に有意の援が認められる。

ところで，ここで、あげた学校は，いずれも 3学級によ

って構成される学校であるから，学校における援業の上

での条件は斉一化されてし、るとみてよい。すなわち，わ

れわれは，学級数からくる授業の要因を除去pしたものと

みてよい。そこで総得点において有意の慈があるのは，

普通地域か辺地地域かとL、う地域性によって得点が影響
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辺地階級JJIj~恩科役点の分市

.~通校
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教育学部紀要第10jヲ

表27

9.5 -10日
百日~百.h 
8.5 - 9.0 
8.0 - 8.5 
7.5 - 8.0 

7.0 - 7.5 
6 5 - 7.0 
6.0 - 6.5 
5.5 - 6‘0 
5.0 - 5.5 

4.5-5.0 
4.0-4.5 
3.5 - 4.0 
3.0 - 3.5 

を受けることが否定できないことを示しているとみてよ

いであろう。

B 辺ill!'~主の教科得点におよ iます節電器

各教科会総合した得点においては，普通校と辺地校に

よって格差のあることが否定できないが，それはどのよ

うな教科によるところが多いのであろうかc それを調べ

るために，問書官・社会・数学・環科の各教科についてみ

ることにするc

124 ιi/' 

5.84 

1.01 

同議について，それぞれの学校はその所属すを得点範

凶のrt1うた:の絡をとるものとみなし，その飽Xについて，

(x-5. 25)/0. 5=x' 

と変換を行って分数分析を行う。

，y: J!J 
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辺地等級別箇諮得点、の分布
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6.5 - 7.0 
6.0 - 6.5 
5.5 - 6.0 

5.0 - 5.5 
4.5 - 5.0 
4.0-4.5 
5.5 - 4.0 
5.0 - 5.5 

2.5 - 5.0 

辺地等級JJIj国務得点の分散分析

後j盈
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-1ヲ
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124 
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531 
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5.50 

0.99 

'1とJ';J
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エfx'
エfx"

辺地等級別社会科得点の分布薮25

全体ill地主ト

C=(L:;fx')'fn=58'/219= 15. 36 

L:;fx"-C= 1. 024-15. 36= 1. 008. 64 
71'デ (-1ヲ)'.L3' 
十 十…一一一十一…ー15.36=33.57
124 24 48 23 

変動 f& 自助皮 平方和 平均平方和

全体 218 1.008.64 

地域間 3 33.57 

地域内 215 975.07 

11. 19 

4.54 

ワゐ

4よ凋“河内U4ian匂内MU円
f
月

υ
X
U
7
1
民

Jvnd

1
2
5
5
5
5
1
1
 

ヲ
伽
ワ

ιnHunhukun6nuハhu内dan守
η'ゐ

1

1

2

1

 

di守
Aつ&スJVAU司
守

A民
υq，
A
之

3
1
A

23 

1
1
2
6
9
5
5
2
5
2
2
 

ー

48 

4

7

2

4

2

4

1

 

つ
4
1
&
つ
'
h
o
o
ス
u
Q
υ
ス
U
3
u
只

uワ
t
k
U
4
i

1
1
2
2
1
 

8.0 - 8.5 
7.5 - 8.0 
7.0 - 7.5 
6.5 - 7.0 
6.0 - 6.5 

5.5 -6.0 
5.0 - 5.5 
4.5 - 5.0 
4.0-4.5 
3.5-4.0 

3.0 - 3.5 
2.5 - 3 0 
2.0 - 2.5 

4.82 

1.19 

F分布表で、.n， =3. n，=200での5%点で、の僚は2.65
である O したがって，国務においては辺地等級による得

点の差がない，とL、う仮設は来却されなl

同様に，社会科について言l'算すると，

F=3.992 

となる。 1%点における飽でも3.88であるから，社会科

においては辺地等級による得点、の差がないとし、う仮設は

棄却される。

さらに，

数学 F=2.180 

浬科 F=2.281 

であるから，いずれも辺地等級による得点の援がないと

。。

F=I1.19 =2.464 
4.54 辺地等級JJIj数'学得点の分布

者f-;i且絞 辺地1級辺地2級i辺E地・4・5級 辺地tι十 全f;.j三，1[

8.0 - 8 5 3 弓

7.5 - 8 0 2 1 1 E 
7.0-7.5 2 2 5 5 
6.5 - 7.0 5 1 1 5 5 
6.0 -6 5 13 1 1 2 15 

5.5 - 6.0 自 古 6 5 12 20 
5.0 - 5.5 15 5 2 7 22 
4.5 - 5.0 20 4 8 2 14 34 
4.0-4.5 17 4 戸f 5 13 30 
3.5 -4.0 14 1 5 4 10 24 

3.0 - 3.5 13 1 E 5 10 23 
2.5 - 3.0 9 5 5 4 12 21 
2.0 - 2.5 4 1 2 2 5 

2 9 2 1. 5 - 2.0 1 1 1 
1.0-1.5 2 2 

124 24 48 23 95 219 

司Z 均 4吻67 4.65 4.19 4.08 4.30 4.50 

標準{騒音長 1. 46 1. 24 1.42 1.38 1. 40 1.40 
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北海道における学力検査についての解析

家計を維持する産業と樽点

A 教育的環境としての建築

学力調王室の得点に影饗を及ぼすものとしては，学校に

おける直接的な授業のほかに，生徒の家の生計を営む家

業による影響も考えられる。勿論，学級数がただちに授

業条件とはならなかったと符様，家業かただらには生徒

の教育的環境とはならなし、。しかし，本選の施行した学

力調査の的得調主主の中に，生徒の家の所属する建築があ

るので，それを取り上げて教育的君事境として，その弱か

ら解析を:fjうことにする。

学校に通う生徒の家の所属する産:菜が， 70%以上農業

であるもの， 70%以上漁業であるもの， 50%以上鉱業で

あるもの，およびサーピス業・運輸通信楽の合計が35%

以上のものを取り上げ，それぞれ，農業・漁業・鉱業・

第三次産業Jこした。

B 建議括IJにみた学級数~IJ総得点

産業別に総得点を調べると，絡会3次産業地域・鉱業・

農村・漁村の)J演に得点がf尽くなり，その間にいちぢるし

い断}替のあることがみられる。

事長28 産業別総得点、の分布

産業およひ、学級数と得点

第3章

sl 

得点範箇 塁塁 ク子守終b 潟 鉱 3長 第吉次長室業

3 
65 ~ 70 宮

60 - 65 2 20 
55 ~ 60 20 マυ 37 
5C - 55 60 2 24 20 

45 - 50 107 9 14 22 
40 - 45 116 15 7 5 
35 - 40 125 26 4 5 
30 - 35 61 23 1 
25 - 30 37 9 1 

20 - 25 21 2 
15 - 20 5 1 

555 87 53 121 

Jむ 41.18 36.51 47.73 55.14 

際 itt:fff~ A 8.80 6.85 5.57 8.28 

産業別総得点の分布図 5

4GI 

出

5~ 
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学
校
数
百
骨
率

いう仮設は棄却されない。なお，数学の様準偏差の大き

いことは注目される。

結論的には，つぎのようなことになる。学級数3と間

定して学校の授業の条件を斉一にしたとき，普遜校・辺

地l毅校・辺地2級校・辺地3・4・5級校とし、う辺地等

級の違いによっては， I調官官・数学・2里科の得点は彩饗を

受けないと考えられる。つまりこれらの教科では，辺地

等級による格差は学校における学級3という教育条件に

よって解消することができる。

ここで社会科の場合，辺地等級による格差が解消され

ないという結果がでた。数学を徐いて総合得点(表22)・

国言語得点・社会科得点・理科得点について共通していわ

れることは，辺地2級の平均点が{).l;いということであ

る。閣議・理科においてはその{尽きは全般的な散らばり

の中に解i持されたが，社会科においては辺地2級は全体

の中に解消されなかったので、ある。そこで社会科につい

て辺地2級を徐き，普通校・辺地1級校・辺地3・4・5

級校の3つの 171校について分散分析を行うと，

F= 1. 698 

ll，=2， ll2=200で5%点でのFの{邸主3.04である。し

たがって，この3つの地域の間に格慈がないとし、う仮設

は楽却されない。また，辺地1級校・辺地2級校・辺地

3・4・5級校の3つの95校について分散分散を行うと，

F=0.762 

となり，辺地校慌の分散は辺地校内の分散を下廻ること

になり，これまた3つの地域の関に絡まさはないという仮

設は棄却されない。このように，社会科の得点は辺地2

級の48校は特殊な存在であるが，それが社会科という学

科の特別な性絡からくるものか，辺地2級という地域の

特殊性からくるものであるかについては，にわかには断

定できない。

なお社会科は，第 1j章の終りでものべたように，進学

率との相関が大きく，特に市部においては進学率と得点

の合計の相関をも上廻る相関をもっていることを指摘し

ておこう。

学級数を3として学校における授業の条件を斉ーにし

た場合，総得点においては，普通地校と辺地校との間に

得点の格差のあることがみとめられたが，これを教科別

にみると思議・数学・理科においては，このように普通

校・辺地i級校・辺地2級校・辺地3・4・5級校の関に

80 

八位

¥i 
¥ 
一二三‘

w 

10 

得点の格差はないといえることがわかった。そこで，総

得点において，普通地域と辺地地域との関に格差を生ぜ

しめたのは，社会科・音楽・図溺工作・保健体育・織業・

英語などの教科において2つの地域の間にある得点、の格

差によるものであるということになる。
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十三日

学級数1I1J総得点分布・第3次産業
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教育学部紀要第10号

表32

70 - 75 

65 - 70 

60 - 65 

55 - 60 

50 - 55 

45 - 50 

40 - 45 

35 - 40 

30 - 35 

得点が学級数によって異なることはさきにみたところ

である。そこで，農業・漁業・鉱業・第3次産業によっ

て分けた学校の得点、が綬業条件すなわちここでは学級数

別によってどのように得点の分:tliが変るかをみることに

するc

農業では， 1 . 2学級校 3‘4・5学級校， 6~14学級

校の間に，陸rrJ習がある。 1・2学級の断層は当然のこと

であるが 3・4・5学級校と 6学級以上校との玉f'-均得点

の幾は有意かどうかを検定してみよう。
12 32 

49.70 

8.31 

36.95 

，i十

平均

終{f整備法
学級数別総得点分布・農業表29

;，1' 1・2学級 13・4・5学級 16-14学級
農業 3 ・ 4 ・ 5 学級校と 6~14学級校の平均得点の

渓の検定

学校数

3・4・5学級 213 43.20 6.74 45.4276 

6 ~14 学級 68 40.47 生89 23.9121 

仏，=)6.μ'+4.89
，-， r 213 68 

t= (46.47 -43.20) /0.751 =4.354 

1良薬においては 3 ・ 4 ・ 5 学級校と 6~14学級校とは

同じ平均得点をもっ録集奴に所属しているという仮設は

完全に楽却される。

漁業においては， 1 ・ 2 学紙校 3 ・ 4 ・ 5 学級絞 6~

15学級校との間に総得点において，さほどの違いがみら

れなさそうである。この場合，幸にして標準偏差は殆ん

ど同じである。そこで，これを分散分析にかけてみる。
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学級数別総得点分布・漁業

1
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事長30

50 - 55 

45 - 50 

40 - 45 

35 - 4C-

3C - 35 

25 -加

担) - 26 

15 - 20 

87 

31. 772 

11，897，203 

1・2学級

34 29 24 

12，029 10，705 9，038 

4，326，3024，097，961 3，472，940 

司JtJ

線離偏反

c=(エx)'/n=31，772'/87= 1， 00ヲ，459，984/87
= 11， 602， 988 

エピ-cロ294，215
12， 029'-L 10， 705" ヲ，038'
一一一一十一 一十一一一一11.602. 988=7.ヲ8334 29 24 --'---"--

変動因 i 自由度 王子方和 平均王子方和

全体 86 294，215 

学級数間 2 7，983 3，ヲ91.5 

向一学級数内 84 286，232 3，407.5 

地域学級数別総得点、分布・鉱業

1・2学級

署長31

2 

55 - 60 

50 - 55 

45 - 50 

40 - 45 

35 - 4臼

F= 3，2ヲ1.5一 一一一一…=1. 171 
3，407.5 

60 -

51 
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北海道における学力検査についての解析

F分布表で， nl =2， n， =80で， 5%点での伎は3.11で

あるから，これら司了間に相違がないという仮設は楽却さ

わしない。すなわち，漁村で、は総得点、においては， 1・2学

級， 3・4・5学級， 6 ~15学級の間に格違があるとは認

めがたいということになる。

鉱業地域の学校では，それぞれの学級数の区分におい

て平均得点に格差のあることは認められ，検定をするま

でもないで、あろう。

第3次産業地域の学校については， 1 .2学級校は，発

泡所や観光地内学校で，同じ第3次産業地域といって

も，学級数の多い学校とは質的に教育環境が爽なるよう

に思われる。この地域では，この 1・2学級校と 15学級

以上の多学級校を除くと，王子均得点がほぼ均等のように

みられるので，分数分析を行なってみる。

第3次長EZ長校総得点分数分散

n
D
 

3'4 ・ 5学級 6~11学級 12 ・ 13 ・

8 32 

397.6 1， 649. 1 2，690.8 

141， 107.34 校は圧倒的に多く 274校ある。そこで，漁業校の34校が，

表33 農業別学級数別総得点(再掲〕

エピI 20，313.44 85，ヲ66.11
c= C2:x)'n=2， 690. 8' (52= 13ヲ，238.55
エピーc=141，107.34-139，238.55= 1， 868. 79 
397.6' ， 1， 649. l' ， 644.1' 一一一+一一一一一+一一一一一139.238.55=79.56
8 32 12 

変動凶

全体

学級間

学級内

自由度 予方和 平均平方

51 1，868.79 

2 79.56 39.78 

49 1，789.23 36.51 

3ヲ.78F= ::~. ~v_= 1. 089 
36.51 

Fの怖は n=2，n，=50で， 5%点で3.18である。

したがって，第3次i1t.業i削減では 3・4・5学級 6

~11学級， 12・13・14学級の学校の総得点の簡に差はな

い，ということになる。

ここで，産業-'dIJに学級数による総得点の変化をみる

と，つぎのようなことがし、われる。学級数によって総得

点の変らないのは漁村と第3次産業地域ぐある。漁村で

は 1・2学級校， 3・4・5学級校. 6~15学級校とわずか

に総得点は上ってはいるが，統計的にみるとそれは偶然

の範闘をこえているとはいえなし、。また，第3次産業地

域校では 3・4・5'学級校， 6 ~11'学級校， 12・13・14

学級校の照にも有意の主主は認められない。そういう点で

は漁村と第3次産業地域とでは同様であるが，得点、の高

低において異なっている。すなわち，漁村では学級数の

多い学校でも学級の少ない学校と向じで，得点、の上芥が

みられない。つまり得点は低滞していると解釈すること

ができる。それに対して第3次産業地域の学校では 3

・4・5学級でも，すでに12・13・14学級と同じ水準に

到透してしまっていると解釈をすることができる。すな

わち，漁村の低滞性は，学級数;犠加という教育条件の女子

化にも打ち勝つことができない。また，第3次産業地域

とし、う教育潔境は3・4・5学級とし、う教授条件の不利を

も克服して12・13・14学級と同様の効果を上げていると

考えてよいのではなかろうか。そして，農業および鉱業

は，この中間て、あって，学級数の1勢力uといラ教授条件の

好化にともなって総得点、が上芥していくという自然の傾

向をとっている。

C 学級請1)にみた産業lllJ総縛点

授業条件が同じで、あっても， ~~~I'をささえる産業とい

う教脊的潔境によって総得点に途いが生ずるかどうかを

みるために，学級数 1・2，3・4・5，6~14， 1ラ以上の

場合ごとに産業別に総得点を調べることにする。

学級数1・2の学校はほとんど農業と漁業にあって，

鉱業や第3次産業の地域は数校にすぎなし、。特に，農業

*校数百，林校数 4

嗣 6 Y長業-'dIJ学級-'diJ総;点i
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この 274校からの抽出されたものとみなされるかどうか

によって，漁業校と農業:校との総得点の相逮をみること

にする。

農業 274校 平均 38.30 模準備委 9.85

漁業 34校 平均 35.38

pfJ笠J詔ヨι?二位的1石市ふ塑刈・旦171
1134 r 274-1 1134' _._..- 5.8309 

= 1. 549 

そこで，自由度33のステユデントの tの簡は 2.035で

あるから，

38.30士2.035x1.55=38.30土3.15

すなわち，農業校の中から34校を抽出したとき，ヲ5%

は35.27から 41.33の範囲にあるということになる。漁

業会校の総得点35.38は，この範聞におさまっているから

i・2学級校については漁村校の総得点は農村より劣る

ということはいえない。

同様に，漁業3・4・5学級2守校，漁業6~15'~F級24校

~，農業 1 ・ 2 学級274*女から抽出したものとして，その

純簡をxniLする。
291交を抽出した場合，その95%は，

38.30こと2.048 x 1. 732 = 38. 30土3.55

の範聞にある。漁漁l業3.4.5学級校の

i内村にあるから，農業 1・2学級と主義がないとし、う仮設は

楽却されない。

24校を抽出した場合，その95%は，

38.30士2.069 x 1. 924 = 38. 30士3.ヲ8

の範間にある。漁業5~15学級校の可え均 37.66 はその内

にあるから，農業 i・2学級と主主がないという仮設は夜

却されない。

これらの計算によって，漁業 1.2学級校，漁業3・4・

5 学級校，漁業 6~15学級校は，農業 i ・ 2 学級の274校

から抽出されたものとみなすことができる，ということ

になる。

つぎに 3・4・5学級校についてみるに，漁業校の平

均36.引が農業校の王子均 43.20より劣ることは明らかで

あろう。そこで，鉱業および第三次産業のさ子校につい

て，同じような方法で検定してみよう。

農業 213校 平均 43.20 標準偏差 6.74

鉱業 9校 平均 45.73 

6.74J21-3ご 9=6.74νω記 =2.207
V 9 r 213=1- 3 

すなわち，その95%は，

43.20土2.207x 1. 96=43. 20士4.33

で， 38.87から47.53の閣にあるから 3・4・5学級の学

校では鉱業の学校は農業の3・4・5学級の学校とよ違いが

ないとみてよい。

さらに 3・4・5学級校について鉱業と第三次産業と

の間の途い義を調べることにする。その芸名の標準備径

を，

1-2とノ早生ヒ主主坦止M
(nl十n'-2)n向

ただし Xは鉱業・第三次産業を通じての得点，

nJ= 8， n，= 9は，それぞれの産業に属する校数であ

る。

ヱコx=805.ヲ

ヱコポ=39，138.76

エ(Xi-云)'= L:x' -C2.:x)' / (nJ十n，)
=39，138.76-649，474.81/(8十9)

=934.36 

tJ._o= 平面一/函.36x司王町
日-11 ァー~~ ぷ三1，-r (8+9'-:2)x8x9 

/15，884.12_./ 
JI じり8å'~=V 14.7075=3.83 

鉱業の得点 45.37，第三次長主業の得点 49.70であるか

ら，

t= (49.70-45.37)) 13.83= 1. 31 

となる。ステューデントの t分布表によると自的!支16に

おける 5%点の値は 2.120であるから 3・4・5学級の

学校では鉱業と第三次産業で得点に途いはないという仮

設は棄却されない。

つぎに， ~金業の 6~14学級と鉱業 6~11学級の間に去さ

があるかどうか調べる。

差是業 68校 王子j今 46.47

鉱業 14校 平均 48.26

際準偏差 4.89

桜、浮偏i'f': 4.02 

このご.つの設の様、存在官iJii長は，

/4.89'ム4.02' ./，e 1-'= v~';-:: + "， v.~ V 1. 5059= 1. 12 
r 68 14 

となり，

t= (48.26-46.47) / 1. 22=と1.7ヲ/1.22= 1. 467 

となるから，この両者の間には途いがあるとはいえな

L 、。

これまでのところをまとめると，つぎのように仕るo

1" 漁村 1.2， 3~5 ， 6~の各学級校は農村の

1・2学級校より抽出したものとみなし得る。

2
0 

3・4・5学級校では，農業と鉱業，鉱業と第三次

庭菜とは違いはないとみなし得る。

30 6 学級以上絞で、は，淡業の 6~14学級校と鉱業の

6~11学級校とはよ会いはないとみなし得るο

o 建築および学級数と総穐~

本稿においては，学級数によってどちらかといえば援

業条件を，産業別によって教育的潔境を液り上げること

にした。もちろん，小学級校や大学級校ということは，

そういう規模の学級をもっ地域ということで向特に教育
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北海道における学カ検交についての解析

自<J若草境とからむのであるが，それは学級数の!百jじ学校に 鉱菜 6~11学級校，鉱業12~14学級校，鉱業15学級校以

ついて産業別に比較することによって除去するとみなし 上および第三次産業 3 ・ 4 ・ 5 学級校，第三次産業 6~1l

たのであった。ここで，建築別と学級数加に考ー察してき 学級校，第三次産業12~14学級校の三つの若手はー鮮をな

たことをまとめて考察することにする。すでに資料は すかのようにみられる。そこで，この6の類について分

表33および図6にかかげたことであるが，ここでみると 散分析を行なってみる。

鉱業 6~1 1. 12~14. 15学級および第三次産業3・4・5.6 ~1 1. 12~14学級校の総得の分散分析

II 

エx
乙x'

M 6 ~1l M12~14 M15~ m 3・4・5 磁6~11 直 12~ 言十

14 7 18 8 32 12 91 

675.7 358.8 938.4 397.6 1.64ヲ.1 644. 1 I 4. 663. 7 
32.838.83 18.422.34 49.037.88 20.313.44 85.966.11 34.827.79 I 241.406.39 

C=(4. 603. 7)'/91 =239.012.06 

エピーC 2.494.33 

675. 7' ， 358. 8' ， ， 644. l' 
一一十一一~ー+・・・・・・十 一一一一C 231.21 
14 7 12 

変動陸 自由)Jf: 王子方不fJ 王子均平方

全体 ヲo 2.494.33 

学級問 5 231揚21 46.24 

学級 l人 85 2.263. 12 26.62 

F=4(i. 2~ 一一~=l.737 
26.62 

I干分布表で. ll，=5. ll，=100で5%点で2.30である 群をなしているとみることができる。

から，これらの6つは符ーとみなすことができるという 20 漁業ト 2 学級，漁業 3 ・ 4 ・ 5$級，漁業 6~1l学

ことは否定されない。 級の学校は一群をなし，いずれも農業1・2'学級274

そこで，前に計算した結果を合わせると，つぎのよう 校からの標本とみることができるO

に滑にまとめることができる。 この二大鶴外にあるものについては，つぎのことがわ

1 0 鉱業 6~11学級，鉱業12~14学級，鉱業15学級以 かっていた。

上および第三次産業 3 ・ 4 ・ 5 学級，第三次産業 6~ 3
0 
鉱業の3・4・5学級校は第三次産業の3・4・5cz

，

11学級，第三次長主菜12~14学級の 6 つの学校lrrは-_. 級校と違いはみられない。

x 

図 7 j1長業別，"jご級別数~Il総得点 40 農業の3・4・5学級校は鉱業の3・4・5学級校と

(占;¥)
違いはみられない。

デ 農業の 6~14学級校は鉱業の 6~11学級校と迷い

はみられない。

グ 第三次産業の15学級以上の学校は，鉱業・第三次

産業校の構成している闘から独立している。

ここで，これら二つの大きな燭から離れた第三次産業

の15学級以上の学校64校は，どんな学校であるかが問題

になる。その所在を誠べてみると，つぎのようになる。

35十¥J11

札幌市10校，小1格子!110校，函館干¥110j交.!也JI!fお6校，

斜路市3校，後)1，・場Siれ・北見の各市で2校ずつ，

他に11都市1校ずつ，それに大きな8つの町で8校と

なっている。

30 
10 15 
学紐散

20 15 
表29から32でわかるように，総得点60以上の学校は差是

業1・2学級校に4.農業3・4・5学級校にしそして第
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三次産業では 3 ・ 4 ・ 5 学級絞にし 6~11学級校にし 12 すなわち，その大部分はi日来からの都市にある学校で

~14学級校にし 15!学級校以上に29，合計 37ある。それら あることがわかる。ここで都市隣接の田Jの一校ーがある

の学校のある市町村をしらべると，つぎのようになる。 が，これは現在て、は都市に編入されている。この外にあ

署長34 総得点60以上校の所属市町村 る農業地域の5絞の中校は複式教援の学校で生徒数も10

5 

g 

人以下であり 3'学級校も生徒数20人台の学校で、ある。

E 産業および学級数と各教科の得点

これまで、に考察したのは，産業と総得点との関係であ

ったが，それを国諮・社会・数学・潔科の教科について

みる。全般的な傾向としては，総点についてみたのと相

違はないようであるが，細かいところでは，それぞれの

教科の性絡によって黙るところがある。

都
市
隣
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市
部

そ
の
他

釧

路

市

帯

広

市

小

樽

市

山
打
見
沢
市

制
品
川
市

阪
航
問
中
巾

札

般

市

3 2 2 2 20 

2 2 32 

事長35 産業， yJIj q:級別問話得点

1・2 学級 274 

3・4・5学級 214 5.45 1.01 4.73 1.47 5.79 0.83 

6 -11 学級 14 6.21 0.73 
68 5.84 0.68 4.74 0.37 

12-14 学級 6.67 12 

15- 学総 18 6.83 1. 21 64 

116 

表36 産業別学級数別社会科得点

綾 3長 漁 芸能 露五 3詫

校数 3f' 主柱 主主準{同法 校数 平 j台|騨{刷r~: ¥校数ド 均 1撚 主義母担編

1・2 学級 274 4.40 1. 50 別 l 3.86 
3.4・5'1'級 214 6.03 1.01 29 ι18 工46 B 5.52 I 6.05 1. 11 

6 -11 学級
68 

14 5.93 32 6.53 0.88 
5.7 0.76 I 24 4.3百 0.59 

12-14 学級 7 日36 12 6.86 札75

0.58 

表27 産業別学級1JJj数学得点

1・2 ヴ:級

5・4・5.，1' 級
6-11 学級

12-14 '1-級 ii

15- 学級

務L

校数

34 

1.32 I 29 

68 0.91 I 24 

556 87 

64 -



北海道における学力検査についての解析

表38 産業別学級 ~IJ .JlJi科得点;

漁

校数 i平均

M1482  

24 I 5.00 

87 

関 8A主主主別学級数別閣議得点

80 

第三次---・r

ト ---------ニニ二二/ 鱗一
--- ，./' 
../ 
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山，./' --農業

点~
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金詐紬数

関10 産業別学級別数学得点

/
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事
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瞬

織
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毘

円

ト

問

川
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学級数

漁楽についてみると，学級数が増えてもほとんど各教

科とも得点は上らないことは，総得点のときみたと同様

である。そこで，漁業について，い 2学級校， 3・4・5学級

校.6~15竿級校の三併について分散分析を行ってみるう

i烹!議 F=0. 00 

社会 F = 1. 40 

数学 F =0.29 

理科 F =0.01 

F分布表で， n， = 2. n， = 100で5%点で3.09である
から，漁業地域校では，協議・社会・数学・理科ともに

標準制圧i

1. 21 

0.68 

Q.56 

0.87 

図 g 産業別学級別社会科得点
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得 f///4JR
1 〆げ炉- 保哨

点叫~農業

50 品業

10 15 20 25 
25 学級数

学級数がよ殺すことによって援業条件が良くなっても依然

として得点、はまさない，という仮説は来却されない。つ

まり，その産業からくる教育的環境は援'J{i条件をjょ処!っ

ているということであろう。

第三次産業については，総得点では，学級数3・4・5

の分校と 6~11の学校と 12~14の学校との問に格差はあ

るといえなかった。同様のことが，各教科についてもい

えるであろうか。そこで，学級数 3 ・ 4 ・ 5 の学校 6~

11の学校， 12~14の学校の三j誌について分散分析を行う。

閣議 F=0.15 
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これは，ほとんど得点と向じ状態にある。従って，得

点と進学率との間に強い相関のあることが，ここでも災

選きされる。事実，このように産業別学級数別に進学率

と総得点との相関区iをかくと，ぼ114にみるようにほとん

ど一直線上にならぶ。これでもってみるに，漁業・農業

・鉱業・第三次産業の麟で，それぞれ学級数が多くたる

につれて進学本が高くなっている。そして，それにつれ

て得点も高くなっている。

そこで得点を言語くする要閣として，進学温存を高くして

いるような家計を維持する産楽による教育的環境と，多

学級校をもつような教育的環境による影響の二つを考え

ることができるο

B 得点と出席率

教育的環境を間接的ではあるがある程度客観的に表現

するものとして出席率をあげることができる。しかもこ

70 60 40 50 
進学率

30 20 
30 

2士会 I手口1.86 

数学 F=0.32

JW 科 F= 1.56 

F分，{fi炎で， lll=2，町立50で 5%で3.18であるから，

第三次産業の地域校では，学級数が3・4・5の学校でも

学級数が 6~11の学校や12~14の学校と同じとみなされ

るところにまで到達しているということは否定できない

ところにきている，ということになる。

このような学級数の犠加にともなって得点に変化のな

いのは漁業と第三次産業において15学級以上を除外した

場合にのみみられる特徴的な現象である。たとえば鉱業

地域校においては，そのような現象はみられない。

商務 F =11. 69 

f士会 F= 6.55 

数学 F= 4.3ヲ

理主'1. F= 3.53 

産業別にみた得点と進学率および出席率

A 得点と進学率

得点と進学芸容との相関の大きいことは，しばしばみて

きたところである。これまでにみた，産業と得点および学

級数と得点との関連のもとに進学率をみることにする。

表39 産業別学級数2IIJ進学率、
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北海道におけるとFカ検主主につL、ての解析

のliH氏本は，それによって臨終生徒の学校教育を受ける

時間をも測定することになる。そこで，注業別学級別に

出席率を調べる。

漁村においてはい 2学級の出!除名は他の同じ転!えに

高いが，小~見検校であるだけに，出席の傍励の効果があ

ったのであろうが，とにかく漁村は玉三般として出席率は

低いといってよく，そこに得点の低い要因があると考え

られる。

このように，産業別に学級数による得点の状態と進

学率・出席率との関にかなり猪な相関のあることから，

これらに共通な要閣のあることが考えられる。

結論および開題点

ヌド縞においては，教育的滋境として市部と郡部らまた

設業・漁業・鉱業・第三次建築に分け，それぞれについ

て綬業条例二として学級数別に得点を学校を単位として調

べた。その結果，つぎのことがわかった。(関 7，63頁

参照)

10 ~j長 1 ・ 2 学級校および漁業 i ・ 2 学級校 3 ・ 4 ・

5学級校， 6~15è詳級校は，低得点のー併をなして

いる。

20 鉱業 6~11学級校， 12~14学級校， 15~学級校お

よび第三次産業3・4・5学級校， 6 ~11学級校. 12 

~14学級校は高得点のー鮮をなしている。

3" このような得点の:二鮮の状態と進学率とは浴綾な

関連があり，また出席本とも関速があるa

4" 第三次産業の15学級以 i二校は，このお得点のー詐

よりさらに上位にある。

5' I主i請においては， 1・2学級からなる'手校と 3・4・

5'+級校とで得点にi主いはみとめられないο

6' 教Yn'tせ環境からの彰襲撃をみるために， J2業の~fl

を斉一にして 3学級からなる学校について，持j母校，

辺地l級校，辺地2級校，辺地3・4・5学級校をi七

絞してみるに，閣議・数学・理科については得点に

途いがみとめられなし、。しかし，社会科においては

逮いがあるc 総得点においては違いがあらわれる

が，これは社会科その他の教科による途いではない

かと考えられる。

これらのことから，つぎのようなことが考えられる。

漁業に従事する家庭の多い学校の得点は，学級数のよ持

方oという授業条件の好化にかかわらず低いが，同様に進

67 

~，!:.;ぶも出総本もよくない。それに対して，第三次産粂に

従事する家庭の多い学校の得点;は，学級数3・4・5でも

学級数12~14学級と迷いのない磁の上外を示しているυ

進学率や出席率についてもそれに伴っている。これらの

ことからみるに，得点は教育的環境という社会的な要闘

に影響とされるところが少なくなく，学校だけの援業条件

たけでは解決のつかないものをもっているということが

できる。

しかしながら， このような教脊的潔境による選手襲撃を受

けることの少ない教科がある。それは，鼠諮・数学であ

って，現在の学力検査においては，社会科をはじめとし

て教育的環境の影響を強く受ける教科が多いため得点の

格遂を大ならしめているつ

本解析は，さらにつぎの点について究明すべき問題点

をもっている。

1 " 読書交に用いた問題が.31年度の学力調査であるた

め， r問題による係りのあるおそれがある。そのため
に，さらに他の年度について誠べる必要がある。も

っとも，本学力調資と38年度の文部省学力調査との

学校簡の得点の相関係数はO司 75であることがわかっ

ているので仰，相当に信頼してよいと思う。

20 社会的聖書閣と教育的要閣の得点に及ぼす影襲撃につ

いて，さらに追求する必要があるじ

そのためには，教科ごと集計，1間人を対象とする

調査を行ない，さらに，問題別集計，特に問題を作

成して調査を行う必要がある。

3
0 
本調主主は学校単位としたものであるが， これを鮒

人を対象iこしたところまで下す必要がある。

なお，学級数従って生徒数が終っても，学校宏一つの

単位とみたため，災る学級数の学校とi七絞する場合に，

散らばりが災なってくることは当然であるつそれを.J必

々にして同じであるかのようにあっかつて，分散の，fLlや

分散分析をfj ったl~) 本;総における処fJlthi去に関越がな

いわけで、はない。

( 1) こり資料;土，北海巡教育研究所江保管されている。 !rilt9r込在竹滋

氏Jコ好及、によって使ffiさせて"tこだし、た。
( 2) 少品、くとも朝í~ftl~Kおける---íì l伎と市郊における-.U~佼(土向一ー授で

さない。このことは， 38fj一日イー教fl学会におL、て，大阪市科

(Jセンタ一点本官t和氏より1'11械をうげた。

く3) ゴti!tj，Ji;d'殺行研究所，在竹内、氏J);J'¥lIT.Mιよる。


